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動 の 井戸幅依存性は ラ ン ダウ軌道の 直径 と井戸幅の 大小関係で決ま る事が 示され た。

2　 2 次元電子の 散乱 と移動度

　 GaAs ！n
−AIGalts ヘ テ ロ 接合を中心 に

、 不純物散乱 、
フ t ノ ン に よ る散乱 、 界面凹凸 に よ る散乱、

及び電子電子散乱各 々 の 移動度 へ の 影響が論じられた。

3　 2 次元電子の 古典的弾道運動 と制御

　 磁気 フ ォ
ーカ シ ン グ に よる曲が り抵抗や静電 レ ン ズ 等 い わゆ るバ リス テ ィ ッ ク伝導す なわち電子

波 の 古典的波動 と し て の 振 る舞 い が論 じ られ た 。

4 　2 重お よび 3 樹湯障壁に おける共鳴 トン ネル 伝導

　 多重反射 と透過率の エ ネル ギー依存性 、 電流電圧特性 、 状態寿命 丁 の 直接測定 、 キ ャ リア の 蓄積

効果 とそ の 測定 、 さらに量子井戸を並列 し た系と して そ の 間 の 電子移動 と弾徃 、 非弾性散乱が論 じら

れ た 。

5　 層状超格子 に お け る ミニ バ ン ド構造 と伝導

　 シ ュ ブ ニ コ フ 振動 の 異方性に よ るフ ェ ル ミ面 の 決定 に つ い て 論 じられ 、 また負の 質量や負性抵抗

の 予測並び に 問題点が示 され た 。

6　 量子細線にお ける電子伝導

　 細線の構造 と、ラ ン ダ ウア ーに よ る散乱的な扱 い （ラ ン ダウア ー公式）が説明され モ ード内の 後方

散乱、、
モ ー ド間散乱 、 不純物や フ ナ ノ ン に よ る散乱と そ の 制御 、 が 論 じられ た。 また量子ポ イン ト

コ ン タ ク トで の 弾道伝導、
コ ン ダクタ ン ス の量子化 、 多 モ ード伝導 と普遍的 コ ン ダクタ ン ス 揺 らぎな

どの 問題も扱われた 。

7　 表面超格子で の 電子 伝導

　 結合量子箱 、 結合量子細線 と言われ る表面超格子の 状態密度 、 ゲー ト作用、高移動度な どの特徴

が 示され 、 そ こ で 起 こ るだろ うプ ロ ッ ホ 振動 の シ ミュ レーシ ョ ン 、 振動的 な磁気抵抗 の 振 る舞 い （Weiss

振動）な どに触れ た。

　 その ほ か 、 シ ュ ブ ニ コ フ ・ ドハ ース 効果や 整数お よび分数量子 ホ ール 効果、ア ハ ロ ノ ブ ・ ポ ーム

効果 、 さ ら に ク ーロ ン プ ロ ッ ケ イ ドと一電子遷移な どの 問題 に軽 く触れ ら れ将来 の 発展 の 可能性 が概

観された 。

　 （文責 伊東 乾）

量子ス ピ ン系 の秩序と相転移

東工 大理 西森秀稔

7／28 と 29 の 2 日間に わた っ て修士 の 院生を対象に して 、 量子効果が ス ビ ン 系 rcど の よ うな影響 を

及ぼすか に つ い て説明 して い ただ い た。

1　長距離秩序 （古典系）
　 格子上 に並ん だス ピ ン が遠 くまで ほ とん ど同 じ方向を向い て い るとき 、 長距離秩序が あるとい う。

こ の 長距離秩序の存在 を決定す るパ ラ メータに温度や空間 の 次元 などが ある 。 空間の次元 を下げる と

あ る臨界次元 d
。以 下 で有限温度で相転移が な くな る 。 こ の dcを下部臨界次元 とい う。　 Isingモ デ ル に

つ い て は 、 dc　＝ 1で あ り、
ハ イ ゼ ン ベ ル グ模型 で はdc　＝ 2 と なる。
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2　 量子効果

　 ハ イ ゼ ン ベ ル グ模型で は 、 強磁性体の場合、最低固有状態は 、 全部 同 じ向き に揃 っ た完全強磁性

状態 とな る。
一方 、 反 強磁性体の場合は ス ピ ン 2 個 の 場合は シ ン グ レ ッ トペ アを組ん だ状態が 基底状

態 となり， 量子性 に よ り基底状体 の 性質が 大 きく変えられ る 。 さらに こ の 量子性はS（ス ピ ン の 大 き

さ）が 小さい ほ ど強 い
。

3　 数値的対角化法

　 ス ビ ン 2個の 時の計算をさらに大 々 的に行 う方法 として 、
コ ン ピ ュ

・一ターを用 い て有限系を厳密

に対角化する方法が ある。 ζ の 方法を 2 次元三角格子上 の 量子系 （s ＝ 112）に 応用 して 、 量子効 果

で 古典秩序 は 破れ る か を調 べ ると 、 Ferro　XY の ときは spin 波 の 結果 と良 く一致し 、 長距離秩序が

有 る と い う結論に達す る 。
一方 Antiferroハ イ ゼ ン ペ ル グ模型 の ときは spin 波 と結果が一致せ ず長

距離秩序の 有無は結論 で きな い
。 三角格子上 の 反 強磁性 ハ イ ゼ ン ペ ル グ膜型に お ける長距離秩序 の 有

無は 、 未解決の問題で ある。

4　 ス ピ ン波理論

　 ス ピ ン 波理論は 、 古典極限 で の 秩序状態 に 対する量子揺 らぎの 補正を 1／5 に対する漸近展開で 評

価す るもの で ある。 Holstein−Primakoff変換を用 い て 、
ハ ミル トニ ア ン を展開し ボース 演算子 に つ

い て 対角化す る方法を紹介 さh 様 々 なモ デル に適応 した結果を示され た。

5　 」1
− J2モ デル と修正 ス ピ ン波理 論

　 強 くフ ラ ス トレ ー ト したモ デ ル として 、 正方格子上 の 反強磁性ハ イ ゼ ン ベ ル グ模型に反強磁性 の

次近接相互作用 を入れた モ デ ル （J1 − J2モ デ ル ）が あ る。
こ の モ デ ル を ス ピ ン 波で 調べ る と フ ラ ス

トレ ーシ ョ ン の強 い 領域 で ス ピ ン の ちぢみ △5は発散し て しま い 古典描像が破綻した か の よ うに見え

る。 こ れ を修正 ス ピ ン 波理論を用 い て ス ピ ン 波間の 相互作用の 効果を取 り入れ s さ ら rc　boson 数 を

抑制 して 調ぺ る と古典状態が安定で あ るとい う結果 に な る。 こ れは未解決 の 問題で あ り、 本当は どう

な っ て い る か に つ い て は古典的状態 、 Dimer 状態 、
　 Chira1状態 、 等 々 色 々 な可能性が あげられ て い

る。

　 （文責　桃井　勉）

サ ブゼ ミ前半 （7／25 ，
26）

サ ブゼ ミ 形の 物理

　 近年 、 フ ラ ク タ ル な どを話題 に し た書物等を よく見か けるように な っ た 。 こ ん な中で 、 夏の 学 校

に お けるサ ブ ゼ ミ 「形 の 物理 」 も今年で 三回 目とな っ た 。 私 自身 も昨年 、 そ して 今年 と二 回 に わた り

参加 させ て い ただ い た 。 ただ 、 今年は世話人 と い う立場で あ り、 心 の余裕 とい う点 で は大きな違 い が

あっ た こ と は確か で あ る 。

　 世話人 を 引 き受 け る こ と に な っ て まず考えた こ と は 、 流行 の 話題 、 三 回目 、 ま た以前 の 二 回 の サ

ブゼ ミ に も私の 先輩方が関与 し て きた と い う問題 もあり、 サ ブゼ ミの V ン ネリ化を どう防ぐか、とい

う こ とで あ っ た 。 昨年は 、
バ ターン 成長現象の最 も基本的なモ デ ル で あ る DLA に 関連 して 進め られ

た こ とか ら、 今年はあま リテ ーマ を狭めず
”

形
”

に 関す る話題を広く取 り扱 う こ とに した。 また、 専

門外の 方に も参加 して い ただけるように 、 身近な話題を取 り上 げるよ うに した 。

　 サ プゼ ミの 形式は従来通 り講師一名 、 発表者二 名とした 。 講師に は 、 静岡大学教養部の 佐藤信一

先生をお 呼び して 、 DLA 等の バ ターン 成長 の 基本的なこ とか ら、 自己ア フ ィ ン 成長 とい っ た近年の

話題まで を詳 し く講義して い ただ い た 。 ただ 、 先生の 意気込み も非常に大 きく、 数式をふ ん だん に
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